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　あ と が き

本誌は 1928年に久保猪之吉
によって「耳鼻咽喉科」とし
て創刊され，1988年に「耳鼻
咽喉科・頭頸部外科」と改題
いたしました。

編集顧問　　　　　　　　　　　　　編集委員
佐々木　好久　　八木　聰明　　　　　吉原　俊雄
曽田　豊二　　　竹中　洋　　　　　　小川　郁
坂井　真　　　　　　　　　　　　　丹生　健一

　9月から 10月にかけて嬉しいニュースが続きました。まずはテニスの全米オープン。錦織圭選手の活
躍は凄かったですね。上位シードを次々と破っての決勝戦進出。最後は力つきてしまいましたが，日本
で開催されたジャパンオープンではファンの期待どおり見事優勝。世界に通じるトップレベルの選手を
育成しようと SONY創業者盛田正明氏が設立した“盛田正明ファンド”による支援でニック・ボロテ
リー・テニスアカデミーに留学し，厳しいハードルを乗り越えてきた成果が遂に世界に認められるとき
がやってきました。同じく盛田ファンドの支援で同アカデミーに留学した西岡良仁選手も仁川アジア大
会で金メダル。 最近は Appleや SUMSUNGに押され気味ですが，やっぱり“It’s a SONY！”です。
仁川アジア大会の競泳でも萩野公介選手が，世界体操競技選手権大会では内村航平選手が圧倒的な力を
みせてくれました。草食系などといわれますが，今時の日本男子は実に逞しいです。
　そして 10月，青色発光ダイオードを発明した赤﨑 勇教授，天野浩教授，中村修二教授の 3名がノー
ベル物理学賞を受賞しました。ご存知のように赤﨑教授と天野教授が名古屋大学で窒化ガリウム半導体
による青色 LED作製に成功し，中村修二教授が日亜化学工業で量産化に成功したことに対する評価で
す。基礎研究から実用化に至るまですべての過程で日本人の功績が認められたことは嬉しい限りです。
　さて，12月号の特集は「良性発作性頭位めまい症 Update」と「創管理の最前線―知っておきたい形
成外科の知識」です。良性発作性頭位めまい症は日常診療で最もよく遭遇する“めまい”疾患で，その
多くは自然軽快しますが，時には遷延化し対応に難渋することも少なくありません。傷の管理といえば，
私たちが研修医のころは毎朝ガーゼを剥がして消毒し新しいガーゼを貼るのが日課でした。しかし，こ
の 10数年で創傷管理の考え方は大きく変わり，最近では術後に毎日ガーゼ交換をすることはほとんどあ
りません。そこで，本号では東京女子医科大学形成外科櫻井裕之教授にコーディネートをお願いし，今
日の創管理の考え方について特集を組んでいただきました。両特集ともエキスパートの先生方が，最新
の知見についてわかりやすくご執筆くださっています。ぜひ，ご一読ください。 （丹生健一）
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